













































このように,(2)(4)の ｢の (だ)｣rの (ではない)｣は,その前 の部分
を名詞句化することによって, ｢悲しくて｣ ｢雪子と｣ ｢美咲と｣といっ
た部分を否定や肯定のフォーカスにする機能を持っている｡
ここで,(1)のような ｢のだ｣をムードの ｢のだ｣,(2)(4)の よ うな





｢のだ｣の,いわゆるテ形に相当する形は ｢ので｣という形 で あ り,
















































































































































































ティノコは,(37)のように ｢馬鹿｣と ｢利口｣という反対語 の場 合 は
｢ではなく｣を用いることができるが,(39)の ｢ブスであること｣と ｢感



























3-3 ｢ないで｣ ｢なくて｣と ｢のではなく｣
3--1で, ｢ないで｣｢なくて｣という形は,とくにPとQの主語が同一
の場合,㍗ (ない)がQを限定 ･修飾するのがふつうであることを見た｡
このような ｢ないで｣ ｢なくて｣を ｢のではなく｣で置き換えることはで
きない｡
(47) 純はカバンを持た廻 二王学校に行ったO (付帯状況)
(48).,巨純はカバンを持つのでほなく学校に行った｡
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